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参
加
者
募
集

た
の
し
い
野
菜
づ
く
り
教
室

～
野
菜
づ
く
り
を
通
じ
て「
食
」の
大
切
さ
を
学
ぼ
う
～

　
植
え
付
け（
種
ま
き
）か
ら
収
穫

ま
で
の
野
菜
づ
く
り
の
一
連
の
作

業
を
、
経
験
豊
富
な
指
導
員
の
下
、

実
際
に
体
験
で
き
ま
す
。
全
く
野

菜
を
つ
く
っ
た
こ
と
の
な
い
初
心

者
は
も
ち
ろ
ん
、
自
己
流
で
栽
培

し
て
い
る
中
級
者
も
、
こ
の
機
会

に
野
菜
づ
く
り
の
達
人
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
！ 

そ
の
場
で
ゆ
で
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
試
食
な
ど
も
行
い

ま
す
。

■
会
場　
た
か
ね
市
民
農
園　
南

農
場

■
対
象
・
定
員　
市
内
に
お
住
ま

い
の
人　
先
着
30
人（
親
子
・
夫

婦
な
ど
の
参
加
も
可
）

■
学
べ
る
野
菜
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

床
作
り
、
追
肥
の
や
り
方
、
病
害

虫
防
除
、
正
し
い
間
引
き
方
、
支

柱
の
立
て
方
と
枝
の
誘
引　
な
ど

■
栽
培
す
る
野
菜　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
ピ
ー
マ
ン
、

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
大

根
、
野
沢
菜　
な
ど

■
指
導
員　
森
山
尨ゆ

た
かさ

ん（
元
Ｊ

Ａ
大
北
農
業
技
術
指
導
員
）

■
費
用　
４
５
０
０
円　

※
材
料
費
な
ど
の
都
合
に
よ
り
追

加
徴
収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
ち
物　
軍
手
、
長
靴
、
帽
子
、

く
わ
、
は
さ
み
、
草
か
き
、
水
筒

※
農
作
業
が
で
き
る
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
直
接
、

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係
へ
。

■
そ
の
他

▽
無
農
薬
栽
培
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
収
穫
し
た
野
菜
は
持
ち
帰
れ
ま

す
。

▽
開
催
予
定
日
以
外
に
臨
時
教
室

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
週
に
一
回
程
度
、
水
や
り
当
番

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
□市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

■日時　午前９時～11時
　（７・８・９月は午前８時～）

1 ４月 ６日 （土）
2 ４月 20日 （土）
3 ５月 ４日 （土）
4 ５月 25日 （土）
5 ６月 ８日 （土）
6 ６月 22日 （土）
7 ７月 ６日 （土）
8 ７月 20日 （土）
9 ８月 ３日 （土）
10 ８月 17日 （土）
11 ８月 31日 （土）
12 ９月 14日 （土）
13 10月 ５日 （土）
14 10月 26日 （土）

　
今
年
の
冬
は
、
暖
冬
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
雪
が
降
り
寒
さ
も
厳
し
く
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
冬
季
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
２
月
４
日
に
ス
ケ
ー
ト
大

会
が
、
６
年
ぶ
り
に
西
公
園
の
特
設
リ

ン
ク
で
開
か
れ
、
子
ど
も
や
ベ
テ
ラ
ン

選
手
が
、
丁
寧
に
手
入
れ
さ
れ
た
氷
の

上
を
滑
走
し
、
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し

た
。
ま
た
、
11
日
に
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
大
会
が
、
３
年
ぶ
り
に
鹿
島
槍

ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
80
人
を
超
え

る
選
手
が
大
回
転
の
レ
ー
ス
に
挑
戦
し

ま
し
た
。冬
の
大
町
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー

ツ
が
、
市
民
の
健
康
増
進
に
大
い
に
寄

与
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
さ
て
、
能
登
で
は
地
震
か
ら
の
復
旧
・

復
興
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
町
市
と

同
様
に
、北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
が
総
合
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
携
わ
り
、
奥
能
登
国

際
芸
術
祭
に
取
り
組
む
珠
洲
市
に
対
し
、

市
立
大
町
総
合
病
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
、

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
の
緊
急
消

防
援
助
隊
が
急
行
し
て
活
動
を
展
開
し
、

市
で
は
民
間
団
体
の
協
力
で
飲
料
水
を

空
輸
し
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
閉
幕
し
た
芸
術
祭
の
多

く
の
作
品
も
損
壊
を
免
れ
ず
、
北
川
総

合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
メ
デ
ィ
ア
で
被
災

地
へ
の
思
い
を「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
に

足
を
運
ん
だ
こ
と
の
あ
る
多
く
の
人
か

ら
、
心
配
や
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
実
際
に
珠
洲
を
歩
い
た
人

た
ち
の
被
災
地
に
対
す
る
心
の
寄
せ
方

に
は
現
実
感
が
あ
る
。
今
後
も
芸
術
祭

を
き
っ
か
け
と
し
た
人
と
人
、
人
と
土

地
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
」と

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
芸
術
祭
の
参
加

作
家
の
皆
さ
ん
は
、
土
地
の
魅
力
を
表

現
す
る
作
品
の
制
作
過
程
で
、
触
れ
合

い
や
協
働
に
よ
っ
て
人
と
人
の
強
い
つ

な
が
り
が
で
き
、
集
落
の
方
々
と
連
絡

を
取
り
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
珠
洲
市
が
芸
術

祭
を
通
じ
て
培
っ
た
多
く
の
人
と
の
結

び
付
き
が
、
今
、
こ
の
地
域
を
思
う
心

と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
支
援
に
表

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
は
、
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
ア
ー
ト
の
力
で
解

決
す
る「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」と
位
置

付
け
て
お
り
、
開
催
目
的
の
一
つ
に
は

「
市
民
参
加
を
地
域
づ
く
り
の
原
動
力
と

す
る
」と
掲
げ
て
い
ま
す
。
珠
洲
市
の
よ

う
に
、
芸
術
祭
に
よ
り
作
家
や
来
訪
者

と
関
わ
り
を
深
め
、
多
く
の
人
と
深
く

触
れ
合
う
機
会
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か

り
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
鑑
賞
に
ア
ー
ト

会
場
を
巡
る
こ
と
に
加
え
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
作
品
制
作
や
会
場
の
運
営
に

ご
参
画
い
た
だ
い
た
り
、
飲
食
店
や
商

店
な
ど
の
経
営
を
通
じ
て
多
く
の
お
客

様
を
お
迎
え
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

牛
越
で
す

こ
ん
に
ち
は

牛
越
で
す
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国際芸術祭

大町市長
牛越 徹


